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新たな技術の開発と人材育成を強化しながら
道路の大規模更新を推進していきます
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　高度経済成長期に整備されたインフラの老朽化が進む
なか、巨大地震等、大規模災害への備えの必要性も高まっ
ています。2013年11月に策定された「インフラ長寿命化
基本計画」に基づき、道路の維持管理においては事後
保全から予防保全へ転換を図り、点検から補修と結果
の記録までの一連の業務を効率化することで、メンテ
ナンスコストの最小化を図っています。

高速道路を長く安心してご利用いただけるよう
計画的、効率的な点検を実施しています約4割が供用後30年を経過するなど

老朽化が進む高速道路

橋梁点検では目視による点検に加え、2012年度から
デジタルカメラを用いた機械点検を導入し、老朽箇所や
損傷箇所の早期発見に努めています。超高精細画像の
処理技術で状況を的確に把握し、点検者の習熟度に
左右されることのない効率的な点検を行っています。
　さらに、構造部材を固定するアンカーボルトの劣化や
不具合を効率的に点検し、高精度で診断する新たな非破
壊検査技術を開発中です。調査で得られる情報は定量
的に記録蓄積され継続的なモニタリングが可能となる
ことから、今後の導入が期待されています。

より効率的かつ高い精度で老朽箇所を
発見できる新技術を開発・導入しています

本格化する大規模更新に備え
人材の育成を強化しています

竹野 毅

茨木技術研修
センター長

道路構造物の劣化進行は、建設時
の施工基準、開通後の使用環境など
によりさまざまです。また、膨大な点検・
診断情報から、危険や劣化要因を
察知し、迅速・的確な補修時期と補修
工法を判断するには高い技術力が
必要です。近年は、点検･診断の効率化や、保全情報を
蓄積し迅速活用する情報基盤の高度化なども進められて
おり、保全技術者は、過去の技術変遷から最先端に至る
広範な技術の習得が求められています。
　I-TRでは、保全技術をはじめ、建設技術･安全管理･
技術者倫理など技術者としての自律をサポートする広範な
研修プログラムを用意し、メンテナンスサイクルの中核を
担う技術者を育成しています。

メンテナンスサイクルの中核を
担う技術者を育成しています

社員コメント

トンネル覆工点検システムの
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2015年度に実施した
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路
の
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検・再
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課　題

もとに原因を体系的に理解し、点検から診断までを
実体験する「体験型研修」を実施しています。さらに、
基礎知識や専門技術を習得する研修もあわせて実施
することを通じて、技術力の伝承、向上のための継続的
な人材育成を行っています。

● 短時間異常豪雨

● 重量超過違反の車両

● 大型車両・交通量の増加

● 凍結防止剤の散布

道路の点検・維持管理を担う技術者を育成するため、
2015年6月、大阪府茨木市に「未来につなぐ道の学校  茨木
技術研修センター」（Ibaraki technical Training center：
愛称I-TR（アイトレ））を開設しました。
I-TRでは実際に劣化損傷した構造体のサンプルを

NEXCO西日本

橋梁点検車からの目視、打音点検

サンプルを使った打音点検の研修

サンプルを使った研修の様子

撮影した画像から損傷箇所を発見する
auto CIMA System

ラインセンサカメラを用いた
トンネル覆工コンクリートの点検

トンネル覆工
点検車両ジェットファンの点検

照明設備等の目視、打音点検

橋梁点検車からの目視、打音点検

高所作業車からのトンネル坑口の点検橋梁点検車からの目視、打音点検

サンプルを使った打音点検の研修

サンプルを使った研修の様子

撮影した画像から損傷箇所を発見する
auto CIMA System

ラインラインインセンサセンサセンサカメラカカメラを用いを用いを用い用 たたたた
トンネトンネネル覆工ル覆工ル覆工ル覆工覆工コンククコンクリートリートトの点検の点検の点検点検の点検
ラインセンサカメラを用いた

トンネル覆工コンクリートの点検

ジェットファンの点検

照明設備等の目視、打音点検

橋梁点検車からの目視、打音点検

高所作業車からのトンネル坑口の点検
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高度経済成長期に整備されたインフラの老朽化が進む
なか、巨大地震等、大規模災害への備えの必要性も高まっ
ています。2013年11月に策定された「インフラ長寿命化
基本計画」に基づき、道路の維持管理においては事後
保全から予防保全へ転換を図り、点検から補修と結果
の記録までの一連の業務を効率化することで、メンテ
ナンスコストの最小化を図っています。

高速道路を長く安心してご利用いただけるよう
計画的、効率的な点検を実施しています約4割が供用後30年を経過するなど

老朽化が進む高速道路

　橋梁点検では目視による点検に加え、2012年度から
デジタルカメラを用いた機械点検を導入し、老朽箇所や
損傷箇所の早期発見に努めています。超高精細画像の
処理技術で状況を的確に把握し、点検者の習熟度に
左右されることのない効率的な点検を行っています。
　さらに、構造部材を固定するアンカーボルトの劣化や
不具合を効率的に点検し、高精度で診断する新たな非破
壊検査技術を開発中です。調査で得られる情報は定量
的に記録蓄積され継続的なモニタリングが可能となる
ことから、今後の導入が期待されています。

より効率的かつ高い精度で老朽箇所を
発見できる新技術を開発・導入しています

本格化する大規模更新に備え
人材の育成を強化しています

竹野 毅

茨木技術研修
センター長

　道路構造物の劣化進行は、建設時
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広範な技術の習得が求められています。
　I-TRでは、保全技術をはじめ、建設技術･安全管理･
技術者倫理など技術者としての自律をサポートする広範な
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2015年6月、大阪府茨木市に「未来につなぐ道の学校  茨木
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　I-TRでは実際に劣化損傷した構造体のサンプルを
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全社一丸で、早期復旧に努めました熊本地震への対応

対面交通規制の仕組み

主な被害状況（九州自動車道）

「高速道路リニューアルプロジェクト」に
本格着手しています

　NEXCO西日本は、2015年3月25日に国土交通大
臣から道路整備特別措置法に基づき事業許可を受け
た更新事業に2016年度から本格的に着手しています。 
本事業は、NEXCO3会社あわせて約3兆円の規模で、
15年間の長期にわたって実施されます。

　本事業では、老朽化した鉄筋コンクリート床版を、
より耐久性の高い床版へ取り替えるなどの大規模な工事
を実施するため、長期間にわたる交通規制が必要です。
当社は交通規制に伴う社会的な影響をできる限り軽減
するための工夫を継続的に行うとともに、高速道路を
ご利用のお客さまや沿道の皆さまに丁寧な情報発信を
心掛けてまいります。

2016年4月の熊本地震では、九州自動車道をはじめ
とした９路線、延長507kmで通行止めとなりました。
被災直後から、被災箇所の早期復旧に向け、NEXCO
西日本グループの総力を結集するとともに、関係機
関、建設業界等からの協力のもと、余震が続く状況の
中、24時間体制で復旧作業を行い、4月14日の前震
以降25日ぶりの5月9日に九州支社管内すべての高
速道路の通行止めを解除しました。
地震発生直後の災害対策本部立ち上げ以降、す
べての区間の通行止め解除を行うまでに、延べ48回
の本部会議を開催し早期解除に努めました。 また、
当社グループで延べ1,300人規模の九州支社への
応援により、24時間体制で点検や復旧作業を実施し、
早期通行止め解除に努めました。
　また、特に損傷が大きかった箇所については、
現在、緊急措置として終日対面交通規制（片方向
1車線）による交通運用を実施しています。引き続き
全力で復旧作業に取り組み、通行制限（速度規制、
重量車両通行制限）の緩和に努めてまいります。

ポスター ウェブサイト

被災直後の崩落箇所
床版の取替工事とそれに伴う対面交通規制

対面交通で仮復旧した崩落箇所

工事箇所対面交通規制

中央分離帯

追越車線

走行車線

追越車線

中央分離帯

ロードコーン
工事箇所

走行車線

お客さまや沿道の皆さまへ
分かりやすく丁寧な

情報発信に努めています

動画

さまざまな大規模更新・修繕工事を説明するピクトグラム
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九州自動車道  益城熊本空港IC～嘉島JCT間  
盛土のり面崩落箇所 

舗装損傷補修

終日対面交通規制
（片方向１車線）

災害復旧作業

盛土土留め→

〈被災時〉  

〈復旧作業後の交通規制状況〉  

上り方向 下り方向

上り線（福岡方面） 下り線（鹿児島方面）

植木

北熊本スマート

城南スマート

松橋

宇城氷川スマート

宮原SA

八代
八代JCT

坂本PA
八代南

北熊本SA

熊本

益城熊本空港

嘉島JCT

小池
高山

御船

緑川PA

託麻PA

熊本IC
料金所ゲート柱の損傷
（撤去済）

府領第一橋（跨道橋）
落橋（撤去済）

神園橋（跨道橋）
橋脚傾斜（撤去済）

東原橋（ICランプ橋）
橋脚傾斜ほか

益城バスストップ付近
盛土のり面崩落（延長約40m）

秋津川橋
橋台等の損傷

木山川橋
桁ズレによる損傷、段差等

由布岳PA付近
切土のり面土砂崩落
（延長100m、土砂約2万m3）

並柳橋
橋桁損傷

玖珠

九重

水分PA
湯布院

由布岳PA
スマート

別府湾SA
別府湾スマート

別府

大分

由布岳PA

日出JCT

盛土崩落：1カ所
路面損傷：約350カ所（段差・ひび割れ・陥没等）
橋梁損傷：本線13橋
　　　　   跨道橋5橋

切土のり面崩落：1カ所
路面損傷：約40カ所（段差・ひび割れ等）
橋梁損傷：本線6橋

主な被害状況（大分自動車道）
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